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　国分寺市には「全国名水百選」に選ばれている「お鷹の道・真姿の池
湧水群」があります。国分寺駅南口から徒歩15分、西国分寺駅南口から
も徒歩12分のところにあります。訪れると全くの静寂に包まれます。時々、
澄んだ鳥の囀りが聞こえ、足元には湧水がせせらぎとなって流れ、豊かな
緑が目に飛び込んできます。商業地や住宅地として発展を続ける国分寺に
「こんなところがあったのか！！」と感激を与えることは間違いありません。
　また、国分寺市はブルーベリーの栽培が非常に盛んで観光農園も多く
存在しております。商工会女性部ではこれを材料に爽やかな甘酸っぱさが
売りのブルーベリードレッシング「こくぶんじベリー」を手づくりし、販売
しております。市内外のイベントに数多く出展し、
現在までに約５千本を販売してきました。新たな地
域ブランドの確立を目指して活動しておりますので
応援をよろしくお願い致します。

商工会は

▲国分寺市商工会のシンボル 七重の塔の模型

▲小林一伸会長（前列右から３人目）を囲んだ国分寺市商工会職員

行きます 聞きます 提案します

「湧水群」・「こくぶんじベリー」
　　　　　　　　　　　　　　　　国分寺市商工会
「湧水群」・「こくぶんじベリー」
　　　　　　　　　　　　　　　　国分寺市商工会

西国分寺駅 国分寺駅
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「こくぶんじベリー」
▲「お鷹の道」　奥に「真姿の池湧水群」がある
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い
る
こ
と
で
す
。

　
情
報
交
換
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
島
嶼
地

域
か
ら
は
観
光
客
の
誘
致
、
会
員
拡
大
の

取
り
組
み
、
多
摩
地
域
か
ら
は
商
工
会
組

織
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
と
改
善
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
、
ス
タ
ン
プ
事
業
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
事
業
、
行
政
と
商
工
会
と
の
繋
が

り
、
さ
ら
に
、
地
域
発
展
と
工
業
の
置
か

れ
た
立
場
に
つ
い
て
も
関
係
の
商
工
会
が

紹
介
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
桂
・
当
連
合
会
会
長
は
最
後
に
「
色
々

な
地
域
ニ
ー
ズ
が
皆
さ
ん
方
の
手
元
に
押

し
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
捌
い
て
い

く
か
が
今
日
的
な
皆
様
方
の
責
任
だ
ろ

う
」
と
話
し
、
変
化
へ
の
さ
ら
な
る
対
応

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
交
換
会
に
は
全
体
で
五
十
七
名
の
役
職

員
が
テ
ー
ブ
ル
に
付
き
、
会
員
を
増
大
さ

せ
た
商
工
会
の
取
組
み
の
発
表
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
発
表
を
行
っ
た
の
は
国
分
寺

市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
西
東
京
、
狛
江

市
の
五
商
工
会
で
す
。こ
の
中
で
と
く
に
、

大
き
な
問
題
と
し
た
の
は
国
立
市
商
工
会

が
指
摘
し
た
、
商
工
会
や
商
店
会
へ
の
加
入

を
勧
め
る
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
手
企
業
や
チ
ェ
―

ン
店
が
会
員
を
辞
め
た
り
、
地
域
に
協
力

す
る
よ
う
、
入
会
を
勧
め
て
も
拒
否
し
て

　
会
員
の
増
大
に
全
力
を
傾
け
ま
す
―
。

当
連
合
会
は
五
月
二
十
八
日
、
同
日
開
い

た
第
四
十
九
回
通
常
総
会
後
に
各
商
工
会

の
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
が
出
席
し

て
会
員
拡
大
を
最
大
の
テ
ー
マ
に
初
の
情

報
交
換
会
を
開
催
。
会
員
を
増
や
し
た
各

商
工
会
が
そ
の
取
組
み
と
課
題
を
報
告
、

意
見
を
交
わ
し
て
出
席
者
全
員
で
改
め
て

会
員
増
大
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
こ
の
情

報
交
換
会
は
商
工
会
の
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
商
工
会
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
初
め
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

第49回
通常総会を
開催

………………………………………………………………

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

が
出
席
の
　
　  

の
情
報
交
換
会
を
開
催

……………………………………………………………………………………
各商工会が会員増大に向け強い意欲を示した情報交換会

　
当
連
合
会
は
五
月
二
十
八
日
、
立
川
市

内
の
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
二
十
一
年

度
事
業
報
告
・
決
算
な
ど
を
審
議
す
る
第

四
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催
。
決
算
関
係

四
議
案
、
そ
れ
と
役
員
補
欠
選
任
議
案
の

合
わ
せ
て
五
議
案
を
上
程
、
全
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
を
得
ま
し
た
。
役
員
補
欠

選
任
は
そ
れ
ぞ
れ
今
春
の
総
代
会
、
通
常

総
会
で
国
分
寺
市
商
工
会
会
長
に
選
ば
れ

た
小
林
一
伸
会
長
、
そ
れ
と
東
京
都
商
工

会
青
年
部
連
合
会
会
長
に
選
ば
れ
た
田
中

俊
典
会
長
の
理
事
就
任
を
決
め
た
も
の
で

す
。

　
決
算
関
係
四
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

　
事
業
報
告
書
・一
般
会
計
収
支
決
算
書
、

職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特
別
会
計
収

支
決
算
書
、商
工
貯
蓄
共
済
事
業
報
告
書・

同
事
業
特
別
会
計
損
益
計
算
書
、
東
京
都

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
特会長挨拶をする桂敎夫会長

…………………………………………

の
情
報
交
換
会
を
開
催

取
り
組
み
と
課
題
を
報
告 

改
め
て
会
員
増
大
を
誓
う

会
長

副
会
長

事
務
局
長

会
員
の
増
大
に
全
力

が
出
席
の
　
　初

　
　
　
　
　
　
　 

理
事
に
小
林・国
分
寺
市
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　 

田
中・青
年
部
連
合
会
長
を
選
任

５
議
案

全
て
が
承
認
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し
た
。

　
総
会
、
情
報
交
換
会
後
の
懇
親
会
に
は

東
京
都
な
ど
行
政
、
金
融
機
関
、
協
力
機

関
な
ど
か
ら
約
三
十
人
の
来
賓
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
代
表
し
て
来
賓
挨

拶
を
さ
れ
た
山
手
斉
・
東
京
都
産
業
労
働

局
商
工
部
長
は
昭
島
市
の
産
業
サ
ポ
ー
ト

ス
ク
エ
ア
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
当
連
合
会
を
含

め
中
小
企
業
の
支
援
機
関
が
集
積
し
た
こ

と
を
紹
介
、
そ
の
上
で
「
こ
の
地
域
に
つ

い
て
は
多
摩
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
し
て

東
京
都
の
『
十
年
後
の
東
京
』
計
画
の
中

で
位
置
づ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

別
会
計
収
支
決
算
書

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
挨
拶
に
立
っ
た
桂

敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
は
「
商
工
会
も
お

陰
様
で
五
十
年
を
迎
え
た
。
半
世
紀
を
迎

え
て
次
の
半
世
紀
、
百
年
に
向
か
っ
て
ど

う
い
う
歩
み
を
す
る
か
が
極
め
て
大
事
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
原
島
芳
一
理
事
（
調
布
市
商

工
会
会
長
）
を
選
び
、
議
事
を
進
行
し
ま

……………………………………………………

……………………………………………………
も
皆
様
方
の
ご
協
力
が
無
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
懇
親
会
で
は
六
十
五
人
の

方
達
と
五
商
工
会
が
表
彰
状
や
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
や
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
の
は
次
の
方
達
で
す
。（
地

名
は
商
工
会
名
）

……………………………………………………

お近くの商工会または、
東京都商工会連合会 （☎042-500-1140）へ

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】▽ 

役
員
功
労
者
＝

嶋
田
一
男
（
小
金
井
市
副
会
長
）▽
優
良
女
性
部
＝ 

あ
き
る
野
商
工
会
女
性
部

【
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
】▽
役
員
功
労
者

＝
清
水
忠
行（
大
島
町
副
会
長
）、櫻
井
孝
三（
調
布

市
副
会
長
）、北
川
重
三
（
三
宅
村
副
会
長
）、星
野

宗
保（
昭
島
市
副
会
長
）、深
谷
和
人（
昭
島
市
副
会

長
）、池
村
健
一（
新
島
村
副
会
長
）、山
下
幸
安（
神

津
島
村
副
会
長
）、沖
山
勝
利
（
三
宅
村
理
事
）、青

山
敏
行
（
三
宅
村
理
事
）、杉
山
篤
敏
（
三
宅
村
理

事
）、浅
沼
賢（
三
宅
村
理
事
）、池
田
裕
城（
三
宅
村

理
事
）、井
上
清（
東
村
山
市
監
事
）、徳
重
丈
夫（
八

丈
町
監
事
）、山
田
幸
也（
八
丈
町
監
事
）、田
中
勘
一

（
三
宅
村
監
事
）

【
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】▽
役
員
功
労

者
＝
新
倉
久
雄（
日
野
市
副
会
長
）、則
竹
浩
二（
東

久
留
米
市
副
会
長
）、吉
田
豊
久
（
東
村
山
市
副
会

長
）、田
村
信
之（
国
立
市
副
会
長
）、加
藤
欽
司（
武

蔵
村
山
市
副
会
長
）、井
上
常
雄
（
新
島
村
副
会

長
）、加
藤
光
徳
（
日
の
出
町
副
会
長
）、西
野
和
広

（
三
鷹
理
事
）、廣
瀬
可
世
子
（
国
分
寺
市
理
事
）、川

島
隆（
日
野
市
理
事
）、大
塚
政
雄（
日
野
市
理
事
）、

一
木
眞
雄
（
小
平
理
事
）、熊
谷
勉
（
小
金
井
市
理

事
）、田
中
裕
治（
西
東
京
理
事
）、松
川
正
秀（
西
東

京
理
事
）、藤
井
七
篤
嗣
（
大
島
町
理
事
）、八
木
晴

克（
大
島
町
理
事
）、川
﨑
一
吉（
大
島
町
理
事
）、森

川
誠
一（
大
島
町
理
事
）、小
坂
多
喜
夫（
大
島
町
理

事
）、齋
藤
一
正（
調
布
市
理
事
）、細
田
眞（
調
布
市

理
事
）、中
西
弘（
福
生
市
理
事
）、小
林
和
人（
福
生

市
理
事
）、石
川
太
郎
（
福
生
市
理
事
）、安
藤
栄
子

（
東
村
山
市
理
事
）、小
林
正
作
（
国
立
市
理
事
）、池

田
幸
廣（
東
大
和
市
理
事
）、佐
保
満
和（
武
蔵
村
山

市
理
事
）、田
中
伸
彦
（
武
蔵
村
山
市
理
事
）、杉
浦

実（
八
丈
町
理
事
）、島
田
辰
夫（
羽
村
市
理
事
）、谷

寿
文（
三
宅
村
理
事
）、井
上
忠
義（
三
宅
村
理
事
）、

田
代
敏
（
瑞
穂
町
理
事
）、寺
村
健
治
（
昭
島
市
理

事
）、天
野
善
雄（
昭
島
市
理
事
）、井
ヶ
田
博（
昭
島

市
理
事
）、矢
野
敏
樹（
昭
島
市
理
事
）、前
田
勝（
新

島
村
理
事
）、梅
田
功
夫
（
神
津
島
村
理
事
）、石
野

田
美
代
子（
神
津
島
村
理
事
）、筒
井
映
子（
小
笠
原

村
理
事
）、亘
理
鐵
哉
（
小
金
井
市
監
事
）、田
村
半

十
郎（
福
生
市
監
事
）、田
中
勇（
瑞
穂
町
監
事
）

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
成
績
優
良
商
工
会
表

彰
】あ
き
る
野
商
工
会
、日
の
出
町
商
工
会
、神
津

島
村
商
工
会
、小
笠
原
村
商
工
会

【
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
新
規
加
入
成
績
優

良
商
工
会
表
彰
】神
津
島
村
商
工
会

【
商
工
会
等
職
員
永
年
勤
続
感
謝
状
】萩
原
一
明

（
あ
き
る
野
）

　21年度からスタートした「経営力向上TOKYO プロ
ジェクト」事業は、22年度もプロジェクトを継続。今
年度は、中小企業の経営課題解決を実現するためにさ
らにブラッシュアップした事業内容に。
　現下の厳しい経営環境を乗り越えるために、経営力
の強化を実行し、生産性の向上を図るとともに、新た
な受注開拓、販路開拓の道を切り開くことが重要かつ
火急の課題です。これらの経営課題を解決するため
に、中小企業診断士と商工会の経営指導員とが企業
を直接訪問し、企業の経営分析や製造・販売現場の分
析を通じて、経営上の悩み及び企業の持つ強みや経営
課題を把握します。その上で経営力強化・経営課題解
決のためのアドバイス行うとともに、その他経営に役
立つノウハウの提供を行うなど、実践的でキメ細かな
事業内容です。
　今年度の特徴は、新規申込企業だけでなく、21年
度に当事業を利用した企業は、今年度も継続してこの
サービスを受けることが可能です。同時に、今年度は２
回まで利用することができるようになりました。
　さらに他の支援メニューである「エキスパートバンク
制度」を活用して、専門家の継続的かつ具体的・実践的
な経営指導が受けられる仕組みになっています。また、
ＴＯＫＹＯプロジェクトは、東京都中小企業振興公社
の行う「展示会への参加費用」や「製品カタログ等の作
成費用」の助成金制度と連動しており、一定の要件を
みたせば、助成金の申請が可能な事業内容になってい
ることも大きな特徴です。（なお、助成金には予算に限
りがありますので、予めご承知おきください）

来賓挨拶をする山手斉・東京
都産業労働局商工部長

経営力向上
Tokyo
プロジェクト

ご利用企業
を募集の

お申込み・問合せ先
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新商工会長
５月27日の総代会で
会長に就任されました。

国分寺市

小
こばやし
林 一

かずのぶ
伸

（有）伸光工務店

商工会会長紹介
①私の力点（会長として力を入れること）
　 市内の商工業者や各種団体との連携により、商
工会の存在をアピールする。難しい時代に直面
しているが、先頭に立って乗り越えていきたい。
②「私は余暇をこう過ごします」
　 仕事柄、人と会う機会が多いので身だしなみに
は気を使います。自然と増えていく小物類を整
理しています。
③「私は健康にこう気をつけています」
　 愛犬ぶん太（ラブラドールのオス４歳）との朝夕
の散歩。二日酔も一瞬のうちに解消されます。
④私の大好物
　 還暦祝に妻から贈られた石垣島旅行で出会っ
た泡盛『いりおもて』。以来８年、『いりおもて』一
筋です。

新都青連会長

田
たなか
中 俊

としのり
典

  武蔵村山市（ 商工会青年部 ）
（株）田中製作所

都青連会長紹介

　会長に就任されたお気持ちを聞かせて下さい。 
　 他県の会長に「都は日本に一つだから」と言
われ、改めて注目されているプレッシャーを
感じました。一方で先輩方や歳若くして尊敬
出来る人にお会いする機会が増えるので自
分の成長に繋がると楽しみにしています。

　どのような舵取りをしていきますか。
　 「率先垂範～自ら行動を～」スローガンに上
げ、皆の手本と成る様に先ずは行動で頑張
りたい。

　どのような会社を経営しているのですか。
　 自動車の座席や付随する部品の製造、最近は
フリークライミングのマットや店舗の内装も。
　余暇の過ごし方や趣味を聞かせて下さい。
　 平日はどっぷり仕事、週末は家族とゆっく
り。ダーツなど若い衆に付き合って何でもや
ります。

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
五
月

十
四
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
43
回

通
常
総
会
を
開
き
、
役
員
の
選
任
を
行
っ

た
結
果
、
飯
島
健
之
会
長
の
後
任
に
田
中

俊
典
副
会
長
（
武
蔵
村
山
市
商
工
会
青
年

部
）
を
選
び
ま
し
た
。
田
中
副
会
長
の
後

任
に
は
信
山
重
広
理
事
（
小
金
井
市
商
工

会
青
年
部
）、
信
山
理
事
の
後
任
に
は
高

橋
裕
二
さ
ん
（
調
布
市
商
工
会
青
年
部
）

を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
一

年
で
す
。

　
ま
た
、
総
会
に
は
役
員
選
任
の
ほ
か
平

成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

に
つ
い
て
も
上
程
、
二
議
案
と
も
全
会
一

致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
で
は
「〝
率

先
垂
範
〞
自
ら
行
動
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
ま
す
。

　
二
十
二
年
度
事
業
と
し
て
は
部
員
の
増

強
、後
継
者
等
の
育
成
、部
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
若
手
経
営
者
育
成
委
員
会
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
新
会
長
に

就
任
し
た
田
中
副
会
長
は
「
一
年
間
や
る

か
ら
に
は
精
一
杯
頑
張
り
た
い
。
皆
さ
ん

も
た
だ
参
加
す
る
の
で
は
な
く
楽
し
ん
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
新
任
挨
拶

を
述
べ
ま
し

た
。

　

最
後
に
総

会
で
は
青
年

部
員
増
強
優

秀
単
会
表
彰

を
行
い
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ

た
単
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
□
一
位
＝
羽
村
市
商
工
会
青
年
部
（
増

員
数
十
一
名
）
□
二
位
＝
武
蔵
村
山
市
商

工
会
青
年
部
（
九
名
）
□
三
位
＝
小
金
井

市
商
工
会
青
年
部
（
八
名
）、
瑞
穂
町
商

工
会
青
年
部
（
八
名
）

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

新
会
長
に
田
中
俊
典
副
会
長
を
選
任

〝
率
先
垂
範
〞自
ら
行
動
す
る

都
青
連
が
第
43
回
通
常
総
会

「第１３回産業交流展２０１０」の出展企業を募集
　11月10日（水）～12日（金）開催の同展は首都圏の個性豊かな中小企業の優れた製品
や技術を一堂に展示する、国内最大級の見本市です。出展企業を募集しています。
□対象： 首都圏に事業所のある以下のいずれ

かに属する中小企業・団体等です。  
①情報②環境③医療・福祉④機械・金属

□出展規模：650 企業・団体
□出展料：１小間（約９平方㍍）52,500 円
□申込期限：2010 年 7月 30日（金）

産業交流展２０１０運営事務局 ＴＥＬ０３-５６２３-３９４５ ＦＡＸ０３-５６２３-３９４３
〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町３-16-7 友泉日本橋浜町ビル

都青連の第43回通常総会

Q
A

Q
A

Q
A
Q
A

お申込み・お問い合わせ先
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最
後
に
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
桂
敎
夫
・

当
連
合
会
会
長
は
経
済
や
政
治
が
直
面
し

て
い
る
様
々
な
課
題
を
紹
介
。
こ
れ
に
対

す
る
考
え
方
を
示
し
、
こ
の
中
で
商
工
会
、

会
議
所
の
役
割
に
つ
い
て
「
第
一
義
的
目

標
は
地
域
貢

献
。
地
域
に

役
に
立
た
な

い
と
存
続
す

る
こ
と
も
難

し
い
」
と
地

域
貢
献
の
重

要
性
を
改
め

て
強
調
し
ま

し
た
。

　
組
織
の
拡
充
強
化
で
は
新
規
部
員
の
獲

得
と
商
工
会
女
性
部
カ
ー
ド
必
携
促
進
運

動
の
一
体
的
推
進
、
女
性
部
手
帳
の
必
携

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
廣
瀬
可
世
子
会

長
が
挨
拶
「
無
事
に
総
会
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
絶
対
、

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
」
と

話
し
ま
し
た
。

……………………………………

……………………………………

東京都産業労働局農林水産部食料安全室
電話０３-５３２０-４８８２  FAX０３-５３８８-１４５６
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/norin/

　東京都では、飲食店等における地産地消の取組拡
大や消費者の都内産農林水産物への理解促進と消
費拡大につなげていくことを目的に「とうきょう地産
地消応援店」登録制度を始めます。
【登録対象】 
都内において営業している飲食店等（区部及び多摩地域）
【登録条件】 
次の条件を満たすものとします。 ①都内産農林水産
物を概ね年間を通じて使用し、セールスポイントとし
て来店者等へ情報提供している ②今後もさらに都内
産農林水産物を使用する意欲がある ③生産地、流通
方法等の情報提供など、地産地消の推進につながる
取組みを行っている ④ウェブサイト等への掲載、マス
コミ等への紹介等を承諾し、都が実施する食育・地産
地消推進のための施策へ協力する。
【申請方法】「
「とうきょう地産地消応援店登録申請書」に必要事項
を記入し、添付書類を添えて都に提出してください。
【申請受付及び登録】 
平成 22年７月から登録申請を受け付け、第１回目の
登録は、９月下旬頃の予定です。
【応援店になると】
①東京都関連のウェブサイト、パンフレット等で消費
者に紹介します ②登録証、ＰＲ用の応援店表示ボー
ド、ステッカー等を無償で提供します ③都内産農林
水産物等に関する情報を提供します。

商工会会員の
みなさまへ 2009年度決算報告ダイジェスト

保険料収入個人保険新契約

ソルベンシー・マージン比率 格付け （2010年5月27日現在）

億円 億円4,774

AA- A2

億兆

％

1,1472

1135.9

346
基礎利益

ムーディーズ社
保険財務格付

Ｓ＆Ｐ社
保険財務力格付

ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター  0120-37-2269 ミナジブロック
ホームページ  http：//www.gib-life.co.jp

　2009 年度の業績は、市場環
境は依然として不透明で、厳し
い就業状況が続く中において
も、着実に前進を続けることが
できました。
　今後も商工会様とのパートナ
ーシップを尊重し、会員のみな
さまから最も信頼される生命保
険会社を目指してまいります。

通常の予測を超えて発生するリス
クに対してどの程度「支払余力」を
有しているかを判断するための指
標のひとつです。 格付けは格付会社の意見であり、保険金支払等について保証するものではありません。格付は2010年５月27日

現在の格付けです。また、将来的に変更される可能性があります。詳しくは格付会社のホームページをご覧下さい。

(個人年金保険を含みます)

「とうきょう地産地消応
援店」登録制度を実施
「とうきょう地産地消応東京都が

登録対象

登録条件

申請方法

申請受付及び登録

応援店になると

…………………………………………………………………………………………………………

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
四
月

二
十
七
日
、
立
川
市
内
の
立
川
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
第
二
十
八
回
通
常
総
会
を
開
き
、

平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

と
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書
の
二
議
案
を
上
程
、
二
議
案
と
も

満
場
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。
二
十
二

年
度
は
組
織
の
拡
充
強
化
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
事
業
の
積
極
的
推
進
な
ど
十
二

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承
認

元
気
を
届
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
商
工
会
女
性
部
）

都
女
連
が
第
28
回
通
常
総
会
を
開
く

都女連の第28回通常総会問い合わせ先
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…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

４
０
０
名
が
出
席
し
て

盛
大
に
創
立
50
周
年
式
典・祝
賀
会

【条件】
無料で受診するためにはいくつかの条件があります。主
なものは、①都内の事業所であること、②エネルギー（電
気代等）の使用量が原油換算で15kl（電気代が年間
100万円程度）以上1500kl 未満であることなどです。
【申込方法】
「省エネ対策を取りたい」「地球温暖化防止に貢献した
い」「光熱水費を減らしたい」等のご希望のある方は、ま
ず「希望書」を提出してください。提出は、ウェブ経由で
も、FAX でもできます。
【日程調整と診断員】
診断を希望されますと事前調査と日程調整の上、決定
した診断日にプロの診断員を派遣します。当所から派
遣する診断者はそれぞれ診断経験が豊富なベテラン
で、どこに無駄が生じやすいか等を熟知しております。
【診断日当日】
当日は、資料調査、ヒアリング、現場実査を行い、省エネ
ルギーのアドバイスをいたします。事業所での診断時間

は、原則、半日から一日要します。
省エネ診断受診はお得です !!
【光熱水費削減】
光熱水費削減は、平均１０％は可能です。いままで、省エ
ネ活動をしたこともないという事業所は２割、３割削減
できることもあります。
【どれだけお得？】
光熱水費の１０％削減を考えてみましょう。仮に１０％を
１００万円とし、みなさんの会社の粗利益率が５％とす
ると、２０００万円の売上げ増に相当することになりま
す。それだけ、お得ということです。さらに、省エネ設備
の導入費は、当センターの診断の受診を条件に東京都
の助成金（最大７５％）を受けられる可能性があります。

クール・ネット東京は東京都からの委託を受けて
無料省エネ診断を実施しています

100  

年
に
向
け
て
更
な
る
前
進
を
誓
う

　
三
鷹
商
工
会
は
都
内
で
一
番
最
初
、
全

国
で
も
二
番
目
と
全
国
の
一
千
八
百
十
二

の
商
工
会
の
先
駆
け
と
な
っ
て
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
、
五
月
二
十
一
日
、
市
内
の

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
盛
大
に
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
式
典
・
祝
賀
会
に
は
清
原
慶
子
・
三
鷹

市
長
、
田
中
順
子
・
三
鷹
市
議
会
議
長
、

吉
野
利
明
、
中
村
洋
・
両
都
議
会
議
員
、

桂
敎
夫
・
当
連
合
会
会
長
ら
の
来
賓
を
は

じ
め
市
議
会
議
員
、
行
政
、
関
連
団
体
の

役
員
、
会
員
ら
関
係
者
四
百
名
が
出
席
、

五
十
年
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
百
年

に
向
け
て
更
な
る
前
進
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
荒
井
正
雄
副
会
長
が
「
今
年

一
年
を
『
五
十
周
年
の
年
』」
と
位
置
づ

け
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
商
工
会
事
業

を
目
指
し
て
い
く
」
と
ま
ず
開
式
の
こ
と

ば
を
述
べ
、
続
い
て
佐
藤
文
典
会
長
が
会

長
式
辞
に
立
ち
、
設
立
が
全
国
で
も
二
番

目
と
い
う
早
さ
に
「
関
係
者
の
熱
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
し
、
五
十
年
の
足

跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
先
人
へ
の
敬

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
藤
会
長
は
そ
の
中
で
「
こ
の
歩
み
か

ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
常
に
前
向
き
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
失
わ
な
い
、
こ
れ
が

三
鷹
商
工
会
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
こ
と
」
と

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引

き
継
ぐ
の
が
「
三
鷹
実
践
経
営
塾
」、「
三

鷹
む
ら
さ
き
商
品
券
発
行
」
事
業
な
ど
と

し
、
そ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み

が
「
真
に
頼
り
さ
れ
る
商
工
会
の
実
現
に

繋
が
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤

会
長
は
百
年
に
向
け
て
の
決
意
を
「
三
鷹

の
商
工
業
発
展
の
た
め
に
商
工
会
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
桂
・
当
連
合
会
会
長
は
三

鷹
の
取
り
組
み
を
評
価
、「（
行
政
と
が
緊

密
な
関
係
に
あ
る
）
三
鷹
を
見
習
え
、
三
…………………………………………………………………………………………………………

先
陣
を
切
っ
て

三
鷹
商
工
会

｢三鷹ＰＲ大使｣のポキも登場して鏡割り

↖

条件

光熱水費削減

どれだけお得？
申込方法

日程調整と診断員

診断日当日

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

詳細は
東京都地球温暖化防止活動推進センター
（愛称：クール・ネット東京）
（TEL０３・５３８８・３４３９）までお問合せください。
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 ㈱カネコ

「経営革新計画」のご相談・お問い合わせは最寄りの商工会・商工会連合会へ
「経営革新計画」の承認により事業資金や税制などに対する支援を受けることができるようになります。

              　　わが社の
躍進を目指して 「経営革新計画」

食品リサイクル関連機器の開発及びシステム販売
「
支
援
の
情
報
提
供
を
受
け
認
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
」

　

創
業
以
来
、三
十
八
年
に

な
る
。板
金
で
大
手
重
工
の

下
請
け
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。こ
の
間
、板
金
の
対

象
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
重
工
品
か
ら
高
い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
半
導
体
装

置
と
な
り
、精
密
板
金
へ
と
変
わ
っ
た
。

　
一
時
、そ
の
板
金
と
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
大
手
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
へ
の
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
商
標
ブ
ラ
ン

ド
）供
給
は
順
調
に
伸
び
て
い
た
が
、先
方
の
都
合
で
突
然
、中

止
と
な
っ
た
。そ
の
時
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
現
在
は
オ
ゾ
ン
発

生
装
置
、オ
ゾ
ン
水
生
成
装
置
を
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
つ
く
り
、販

売
を
行
う
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
売
上
で
み
る
と
、精
密
板
金
が
六
割
、オ
ゾ
ン
関
連
機
器
が
四

割
の
構
成
だ
。こ
の
割
合
を
逆
転
、さ
ら
に
、可
能
な
限
り
下
請

仕
事
を
減
ら
し
、今
の
下
請
け
と
い
う
姿
か
ら
脱
却
す
る
の
が

夢
だ
。大
不
況
で
仕
事
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
今
こ
そ
歯
を
食

い
縛
っ
て
、思
い
切
っ
て
自
社
製
品
だ
け
で
い
け
る
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
。

　
環
境
保
全
か
ら
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、ホ
テ
ル
か
ら
排

出
さ
れ
る
食
品
残
渣
物
を
飼
料
化
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、廃
棄
野
菜
や
食
べ
残
し
の
飼
料
化
を

図
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」を
考
案
。こ
の
シ
ス
テ
ム
で

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長
を
し
て
い
く
計

画
だ
。

　
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
製
品
で
あ
る
破
砕
機
、オ
ゾ
ン
水
生
成

装
置
を
ベ
ー
ス
に
、シ
ス
テ
ム
に
足
り
な
い
乾
燥
機
、高
圧
洗
浄

機
な
ど
は
他
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
連
携
を
し
、提
供
し
て
い
く
。

連
携
先
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
固
液

分
離
型
の
破
砕
機
も
小
型
の
オ
ゾ
ン
水
生
成
装
置
も
完
成
し
て

い
る
。お
客
様
と
な
る
食
品
加
工
業
か
ら
の
要
望
は
様
々
。

　
「
も
っ
と
ゲ
ル
状
に
」、「
も
っ
と
早
く
」、「
も
っ
と
細
か
く
」と

い
う
声
に
丁
寧
に
答
え
、受
注
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
。

　
長
期
的
な
計
画
を
立
て
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
伸
ば
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
経
営
革
新
計
画
を
ま
と
め

た
。企
業
と
し
て
の
方
向
性
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

計
画
の
認
定
を
得
て
か
ら
経
営

支
援
機
関
か
ら
技
術
や
製
品
開

発
で
支
援
の
情
報
を
い
た
だ
き
、

手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、計
画
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
と
実
感
を
し
た
。

（
昭
島
市
武
蔵
野
２-
５-

36

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
‐
５
４
６
‐
５
１
１
７
）

代表取締役
金子 忠夫 氏

食品リサイクル関連機器（破砕機
＝固液分離型【右】と減容型【左】）

人
事
交
流

新事務局長

渡辺 徳璋
（神津島村）

　
（
６
月
１
日
）
▽
神
津
島
村
・
事
務
局
長
（
新
規
採
用
）

渡
辺
徳
璋
▽
国
立
市
・
一
般
職
員
（
新
規
採
用
）
伊
藤

弘
考
【
退
職
】（
３
月
31
日
）
神
津
島
村
・
事
務
局
長 

清

水
数
馬
（
５
月
18
日
）
国
立
市
・
一
般
職
員 

鈴
木
俊
介

鷹
を
追
い
か
け
ろ
と
話
し
て
い
る
」、「
地

域
貢
献
で
き
る
こ
と
が
地
域
に
あ
る
経
済

団
体
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
て
い
く
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
記
念
祝
賀
会
で
は
四
百
人
と
い
う
来
場

者
に
来
場
者
と
来
場
者
と
が
肩
が
触
れ
合

う
ほ
ど
の
混
み
よ
う
を
見
せ
、
そ
の
中
で

「
三
鷹
Ｐ
Ｒ
大
使
」
の
ポ
キ
も
登
場
、
賑

や
か
さ
を
一
層
、盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

70 再生紙を使用しています。

大特集 8月▶9月Part

33多摩・島しょ地域のイベント
日程 イベント名 会場 内容 主催者・問合せ先

８
月

7月31日（土）～1日（日）
第16回ふれあいらんど
三宅島マリンスコーレ21

フェスティバル
（三宅村）

阿古特設会場 三宅島の特産品の販売、模擬店コーナー、福引
抽選会等、大打上花火

マリンスコーレ 21
フェスティバル実行委員会
04994-2-1381

7月31日（土）～1日（日）
2010東京都知事杯
SEVEN CROSS 

TOKYO Surf Masters
（新島村）

羽伏浦海岸 ロングボード、ボディボード、キッズなど全 12
クラスの大きな大会

新島村産業観光課
04992-5-0284

1日（日）
神津島マリン

太鼓フェスティバル
（神津島村）

物忌奈命神社境内 神津島太鼓を中心に島外の太鼓団体を招待し、
神津島太鼓との競演

マリンフェスティバル実行委員会
04992-8-0011

1日（日）～31日（火） レンゲショウマまつり
（青梅市） 御岳山富士峰園地ほか レンゲショウマの観察会、フォトコンテストなど 一般社団法人青梅市観光協会事務局

0428-24-2481

2日（月）
物忌奈命神社例大祭
「かつお釣り神事」

（神津島村）
物忌奈命神社境内 「かつお釣り神事」国指定重要無形民俗文化財 物忌奈命神社

04992-8-0193

5日（木）～ 8日（日） 第60 回福生七夕まつり
（福生市） 福生駅西口商店街地域 七夕飾り、イベント、模擬店 福生七夕まつり実行委員会

042-551-1511

6日（金） 羽伏浦ビーチマラソン2010
（新島村） 羽伏浦海岸 真っ白な砂浜を夕方 裸足でマラソン（500m、

1000m）
新島村産業観光課
04992-5-0284

7日（土） 立川よいと祭り
（立川市） サンサンロード 万灯みこし、民謡ながし等 立川よいと祭り実行委員会

042-522-9456

7日（土） 青梅市納涼花火大会
（青梅市） 青梅市永山公園グラウンド 丘陵から打ち上げられる約 3千発の花火、尺 5

寸玉も圧巻
一般社団法人青梅市観光協会事務局
0428-24-2481

7日（土） 第 8回あきる野夏まつり
（あきる野市） JR 秋川駅北口大通り周辺区 模擬店、流し踊り、神輿・囃子パレード、各種

ステージショー
あきる野夏まつり運営委員会
（連絡先 : あきる野市商工観光課）
042-558-1867

7日（土）～8日（日） 第38 回昭島市民くじら祭
（昭島市） 昭和公園陸上競技場

出店、タレントショー、子供ショー、市民カラ
オケ大会、パレード、夢花火、チビッ子広場（お
化け屋敷、ゲーム等）

昭島市商工会
昭島市民くじら祭実行委員会
042-543-8186

7日（土）～8日（日） 第31回伊豆大島夏まつり
（大島町） 元町仲通り 元町仲通りに夜店と花火（800発）とゲーム等 大島町商工会

04992-2-3791

8日（日） 大賀ハス観蓮会
（羽村市）

根がらみ前水田大賀ハス
植栽地（羽村市羽中4-15）

根搦み前水田では、約 2000 年前のハスの実か
ら咲いた大賀ハス（古代ハス）が、7月下旬から
8月上旬にかけて大輪の花を咲かせます。観蓮
会では、葉にそそいだお酒を茎から飲む荷葉杯
のほか、葉蓋のお手前による野点を行う予定 

羽村市農業後継者クラブ
042-555-0766

10日（火） 観音様の夜店
（新島村） 観音様境内下 夏の風物詩の夜祭り

金魚すくい、ゲーム。飲食もあり
村おこし実行委員会
（新島村商工会）
04992-5-1167

14日（土） 若郷盆祭
（新島村） 妙蓮寺境内 やぐらの下で盆踊り。夜店も多数あり 新島村教育委員会

04992-5-0203

14日（土） とうろう流し
（あきる野市） リバーサイドパーク一の谷

市内のご住職によるお施餓鬼法要と寺院のご詠
歌が行われ、1500基の「とうろう」と清流秋川
に奉流し先祖の供養をする

あきる野市観光協会秋川支部
（連絡先 : あきる野市商工観光課）
042-558-1867

14日（土）
第14回みずほ

サマーフェスティバル
（瑞穂町）

瑞穂町役場西側通り 流し踊りコンクール、模擬店、武州唐獅子太鼓
他

瑞穂町観光協会
042-557-3389 

15日（日） 新島大踊り
（新島村） 長栄寺境内 国の重要無形民俗文化財の「新島の大踊り」。夜

店も出店あり
新島村教育委員会
04992-5-0203

21日（土）
第32回武蔵村山市
観光納涼花火大会
（武蔵村山市）

野山北公園運動場 花火打上、アトラクション
武蔵村山市観光納涼花火大会
実行委員会
042-560-1327

21日（土）～22日（日） 第 43回三鷹阿波踊り
（三鷹市） 三鷹南口駅前通り商店街 阿波踊り 三鷹阿波踊り振興会

0422-49-3111

21日（土）～22日（日） 立川の夏・祭
（立川市） JR 立川駅南口 夜の山車の競演、大神輿、民謡流し、大太鼓合

戦等
TTM（株）
042-522-9456

28日（土） 小雨決行。 荒天の場合は翌日順延。
ヨルイチ
（あきる野市）

JR 武蔵五日市駅前から小
中野地区の檜原街道沿い
他

歴史と伝統の五日市の懐かしい市。人力車運行、
あかりスタンド、和をテーマにしたイベント。
浴衣や着物の方には特典があります

第 8回ヨルイチ実行委員会
（連絡先 : あきる野商工会）
042-596-2511

28日（土）～29日（日） トライアスロン三宅島大会
（三宅村） 阿古 トライアスロンの競技大会 三宅村役場観光振興課

04994-5-0920

９
月

4日（土） 第9回稲城阿波おどり大会
（稲城市） 京王よみうりランド駅周辺 招待連と地元連が阿波おどりを披露 稲城市商店会連合会

042-377-1696

4日（土） 式根島アクアスロン大会
（新島村） 式根島内 3タイプのスイムとランの競技 新島村産業観光課

04992-5-0284

12日（日）
東大和市商工会青年部
ウォーキングイベント

2010
（東大和市）

東大和市内
東大和市駅→武蔵大和駅→都立狭山公園→多摩
湖→上北台駅
（物産販売あり）

東大和市商工会青年部
042-562-1131

25日（土）～26日（日）
第22回インターナショナル

フェア
（福生市）

国道 16号線沿線商店街 イベント（マーチングバンドパレード、クラシッ
クカーパレードを予定）模擬店（輸入品、飲食）

第 22回インターナショナル
フェア実行委員会
042-551-2927

25日（土）～26日（日） 第10 回はむらふるさと祭り
（羽村市） JR 青梅線小作駅東口周辺

小作駅東口が、よさこいソーランを始めとした
さまざまな踊り、和太鼓演奏等で盛り上がりま
す。会場では、焼きそばやたこ焼き、おもちゃ
等の模擬店も並びます

（主催）
はむらふるさと祭り実行委員会
（問い合わせ）
羽村市産業活性化推進室商工業振興係
042-555-1111


